
１４)第十四日目　　大雪山・白雲岳（2229ｍ） Ｈ１９年７月１日（日）　快晴

・今日は旭山動物園に行き明日白雲岳へゆく予定だった。
　朝４：００過ぎに目覚めて外を見ると、なんと一面青空！！最近こんな青空見たこと無い。

・急遽旭山動物園をやめて白雲岳へ行くことにした。
　早々にサンドイッチの朝食をとり荷物をまとめて
　銀泉台へ。 銀泉台は結構遠い、国道をそれてから
  砂利道を登ること20ｋｍ、車は砂埃にまみれて
　やっと到着した。

快晴の銀泉台

・すでに駐車場には車がいっぱい駐車している。
　時刻は5：40。銀泉台ヒュッテで入山手続きを
　して　5：50スタートした。
　 　　　　　エゾコザクラ

・登山口からしばらく砂利道の車道を歩いてから登山道に入る。

・でかい雪渓を横切ってエゾコザクラが咲く第一花園
　で腹ごしらえしていると、同室の池田さんが現れた。
　今日は層雲峡でのんびり休養すると昨日
　言っていた私がここに居るので驚いた様子。
　「なんだ来ていたのか！　起きたらベッドが空だった
　ので何処へ行ったのかと思っていた」
　｢目が覚めたらあまりに天気がいいので急遽計画
　変更した」と会話が弾む。

・池田さんを先に行かせて私はゆっくり登る。
残雪の山並みが美しい

・駒草平ではその名の通りコマクサが満開、それも今まで見てきたようなコマクサだけの群落と
　いうのではなくイワウメやベニバナミネズオウなど色々な花と混在して咲いている、これには感激。

ホソバウルップソウ 　エゾオヤマノエンドウ

・赤岳から小泉岳の稜線にはホソバウルップソウが満開でこれまた感激。エゾオヤマノエンドウの
　紫の花も真夏の太陽に輝いてきれい。

・白雲岳への最後の雪渓の急坂を登り大勢の人で賑わう頂上へ。そうだ今日は日曜日だ！

・白雲岳の頂上では360度の展望を欲しいまま、遠くトムラウシの王冠形の山並みもくっきり見える。



白雲岳山頂からの眺望

　　白雲岳山頂 トムラウシの遠望

・周りの山の名前を結構良く知っている女性が一人、大きな声でこれみよがしに講釈、ちょっと鼻につく。
　もう少し奥ゆかしさが欲しい。

・快晴の頂上で展望を十分楽しんで下山につく。快調に飛ばして13：00過ぎには銀泉台に到着した。
　池田さんの車はまだある、何処まで行ったやら、途中全然会わなかった。2：00過ぎにＹＨに戻った。

・天気は良いしまだ日は高い。砂利道でほこりをかぶった車を洗車、バケツに水を汲んで流した。
　車内も掃除し衣類の洗濯などをしているうちに5：00近くになった。ＹＨの前にある大きなホテル
　「朝葉亭」の風呂へ。500円だが展望風呂でなかなかいい。
　夕食はご夫婦一組とライダー２人と池田さんと私の６人。同じ食卓を囲んで旅の話など楽しく食事。

・7：30に下のほうにあるペンション銀河へ出かける。
　かねてから連絡しあって、永田夫妻とここ層雲峡で
　今日会う約束だった。
　８時過ぎまでペンション銀河でいろいろ話をして
　ＹＨへ戻った。帰り道は暗くて迷いそうになったり、
　夏とはいえ標高もあり結構寒かった。

＊今日は快晴、お花満載の大雪山・白雲岳を十分楽しめて、
　　永田夫妻にも会えて充実した一日だった。

　　ペンション「銀河」で永田夫妻と

[見られた花]　
　　　２５種（名前のわかったもの　１８種　　
　　　　　　　　名前不詳　花６種　　木１種）

・エゾイチゲ　・ハクサンチドリ　・キバナシャクナゲ
・ショージョーバカマ　・イワウメ　・イソツツジ　・コマクサ　
・メアカンキンバイ　・イワブクロ　・ベニバナミネズオウ
・エゾタカネスミレ　・ホソバウルップソウ　・エゾオヤマノエンドウ
・エゾコザクラ　・エゾノツガザクラ　　・エゾタカネツメクサ
・チングルマ　・ミヤマキンバイ

イワウメの群落


